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・洞爺湖環境条例４月１日から施行……２Ｐ

・後期高齢者医療制度……………４Ｐ

・サミット町民会議ニュース……６Ｐ

・洞爺湖環境条例４月１日から施行……２Ｐ

・後期高齢者医療制度……………４Ｐ

・サミット町民会議ニュース……６Ｐ
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生活環境課【　74－3006】

今後も、広報誌等にて周知いたします。

平成20年4月1日から施行されます

条例ではこのようなルールが決められています。

洞爺湖町環境条例･洞爺湖町さわやか環境条例

ごみ収集日以外のごみ出し禁止

◎ごみ収集日以外にごみをごみ集積場所に出してはいけません。
　また、ごみ収集日に指定品目以外のごみを出してはいけません。

空地などの適正管理
◎空地及び遊林地の占有者等は、占有する空き地等の草刈を行うなど清潔を保つ
　とともに、廃棄物が捨てられないように適正な管理をしなければなりません。

【抜粋】（ごみ収集日以外のごみ出しの禁止）
　　　　第10条　町民及び滞在者等は、ごみ収集日以外に、ごみをごみ集積所に出し
　　　　　てはならない。
　　　　２　町民及び、滞在者等は、ごみ収集日に指定品目以外のごみを出してはな
　　　　　らない。

緑　化　義　務
◎町民及び土地占有者等においては、花及び花木を植えてさわやか
　な環境を育むよう緑化に努めなければいけません。

【抜粋】（緑化義務）
　　　　第14条　自然と町民生活の調和を図り、良好な環境の形成に資するため土地
　　　　　の占有者等は、当該土地の緑化に努めなければならない。
　　　　２　町、町民及び滞在者等、事業者及び占有者等は、花及び花木を植えてさ
　　　　　わやかな環境を育むよう努めなければならない。

【抜粋】（空き地、廃材等の適正管理）
　　　　第13条　空き地及び遊休地の占有者等は、その占有する空き地等の草刈りを
　　　　　行うなど清潔を保つとともに、みだりに廃棄物が捨てられることのないよ
　　　　　うに適正な管理をし、又は投棄された廃棄物の除去等その他必要な措置を
　　　　　講じなければならない。
　　　　２　建設資材及び廃屋、廃車等の占有者等は、塀等の設置等必要な措置を講
　　　　　じて、環境、景観及び安全の保持に努め適正に管理しなければならない。
　　　　３　事業者は、事業活動に伴って生じた資材、土砂、がれき、廃材等を適正
　　　　　に管理し生活環境保全上支障がないようにしなければならない。
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環境にやさしい“くらし”始めませんか?環境にやさしい“くらし”始めませんか?

　近年の環境問題や地球温暖化といった問題から、ごみに対する規制が厳
しくなってきており、ゴミを減らす方法として無駄なものは買わない、リ
サイクルショップに売りに行く、フリーマーケットで販売するなどという
『ごみの減量』が必要になっています。

　そこで、リサイクルひろばとしてフリーマーケットなどを開催すること
になりましたので、多くの皆様の出店とご来場をお待ちいたしています。

開催日時／平成20年３月29日（土）
開催場所／文化センター　ホール
内　　容／フリーマーケット、環境クイズ
　　　　　ダンボールコンポスト講習
入　　場／無　料

※フリーマーケットの出展要領については、２月25日からの町内回覧にて詳細を
　周知しています。

　サミット推進町民会議環境美化部会では、サミット開催に向けて平成20年度に以下の
事業を予定しております。詳細については、サミット通信などで周知いたしますので、よ
り多くの皆様の参加をお待ちしています。

・３月29日　リサイクル広場
・４月20日　第１回町民清掃（町内全区域）
・５月11日　第２回町民清掃（町内全区域）
・５月18日　町民植樹祭（洞爺地区）
・６月１日　町民植樹祭（虻田地区）　・７月13日　海浜清掃
・６月22日　第３回町民清掃　　　　　・９月28日　第４回町民清掃（町内全区域）

まち美化ボランティア
　すでに多くの団体、個人のみなさんが活動をはじめています。

　道路や公園など地域の公共の場をみなさんの手で守ってみませんか？

　　【登録状況】 ○ 個人13名　○ 団体9団体（205名）（2月18日現在）

  　　    ※登録は引き続き受け付けています。

リサイクルひろば



　
　
成
20
年
4
月
か
ら
、
現
行
の
老

　
　
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
75
歳
以
上
の

す
べ
て
の
方
と
65
歳
以
上
で
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
と
広
域
連
合
の
認
定

を
受
け
た
方
で
す
。

　
現
在
の
老
人
医
療
受
給
者
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
に
自
動
的
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
加
入
手

続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
４
月
以
降
に
、
65
歳
以

上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と

り
が
負
担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に
納

め
る
こ
と
に
な
り
、
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

の
合
計
と
な
り
ま
す
【
図
１
】
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
額
は
、
４
月

以
降
に
送
付
す
る
保
険
料
決
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
低
所
得
世
帯
の
方
へ
の
軽
減

　
所
得
の
低
い
世
帯
の
被
保
険
者
は
、

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
被
扶
養
者
へ
の
軽
減

　
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
、
２

年
間
、
所
得
割
額
が
か
か
ら
ず
、
均

等
割
額
も
半
額
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
20
年
度
は
特
例
と

し
て
、
９
月
ま
で
は
保
険
料
が
か
か

ら
ず
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま

で
は
均
等
割
額
の
１
割
の
負
担
に
な

り
ま
す
。

●
保
険
料
の
徴
収
は
４
月
か
ら

　
保
険
料
の
徴
収
は
、
４
月
か
ら
始

ま
り
、
介
護
保
険
料
と
同
じ
く
、
原

則
と
し
て
、
年
金
か
ら
差
し
引
い
て

納
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
の

年
額
が
18
万
円
未
満
の
方
な
ど
は
、

納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
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75歳以上のすべての方が対象

後期高齢者
医療制度が
始まります

後期高齢者
医療制度が
始まります

後期高齢者
医療制度が
始まります

平
加
入
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん

保
険
料
は
一
人
ひ
と
り

が
納
め
ま
す

　
病
院
な
ど
で
医
療
を
受
け
る
と
き

に
提
示
す
る
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

は
、
一
人
１
枚
に
な
り
、
３
月
末
ま

で
に
町
か
ら
引
渡
し
ま
た
は
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
っ
て
被
保

険
者
と
な
る
方
に
は
、
誕
生
日
ま
で

に
引
渡
し
ま
た
は
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
自
己

負
担
額
は
、
老
人
保
健
制
度
と
同
じ

く
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
で
す
。

た
だ
し
、
現
役
並
み
所
得
者
は
、
３

割
を
負
担
し
ま
す
。

※
現
役
並
み
所
得
者
と
は
、
同
一
世

帯
に
住
民
税
の
課
税
所
得
が
1
4
5

万
円
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
が
い
る
方
で
す
。
た
だ
し
、

次
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
し
認
定

を
受
け
る
と
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

�
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
の

み
の
場
合
、
被
保
険
者
本
人
の
収
入

の
額
が
3
8
3
万
円
未
満
の
方�

�
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
２
人
以

上
い
る
場
合
、
被
保
険
者
の
収
入
の

合
計
額
が
5
2
0
万
円
未
満
の
方

被
保
険
者
証
が
一
人
一
枚

に
な
り
ま
す

　
受
け
ら
れ
る
給
付
は
、
老
人
保
健

制
度
や
国
民
健
康
保
険
と
基
本
的
に

は
同
じ
で
す
。
主
な
給
付
は
、
次
の

と
お
り
で
、
こ
れ
ら
は
、
町
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。

●
高
額
介
護
合
算
療
養
費

　
医
療
と
介
護
の
自
己
負
担
額
が
高

額
に
な
る
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
新
た
に
高
額
介
護
合
算
療
養
費

が
加
わ
り
ま
し
た
。

●
療
養
費

　
治
療
用
装
具
を
作
っ
た
と
き
や
、

や
む
を
得
ず
被
保
険
者
証
を
持
た
ず

に
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
な
ど

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
高
額
療
養
費

　
１
か
月
の
窓
口
負
担
が
高
額
に
な

っ
た
と
き
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
【
表
１
】
。

受
け
ら
れ
る
医
療
給
付
は

今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん

　
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
や
増
進

の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

健
診
は
、
町
で
受
診
で
き
ま
す
。

　
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
・
組
合

町
の
健
康
診
査
が

受
け
ら
れ
ま
す

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

に
つ
い
て

病
院
な
ど
で
の
窓
口
負
担

は
1
割
ま
た
は
3
割
で
す

す。る
場
合
は
、
町
へ
の
申
請
が
必
要
で

図1　年間保険料の計算方法
（平成20年・21年度）
＝

＋

年間保険料

均 等 割 額

所 得 割 額

限度額50万円

43,143円
（所得の低い世帯の方
   は軽減されます）

（前年の所得－33万円）×9.63%



健
保
・
共
済
組
合
等
）
の
被
保
険
者

が
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
た
場

合
、
そ
の
被
扶
養
者
で
後
期
高
齢
者

医
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
、
町

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
子
な
ど
が
被
用
者
保
険
の

被
保
険
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
被
扶
養

者
と
し
て
加
入
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
加
入
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
（
☎
0
1
1
‐
2
9

0
‐
5
6
0
1
）
ま
た
は
、
洞
爺
湖

町
役
場
国
保
医
療
係
（
☎
74
‐
3
0

0
2
）
へ
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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世帯区分

現役並み所得者

一般の方

低所得者
Ⅱ

低所得者
Ⅰ

市町村民税
非課税世帯

44,400円

12,000円

8,000円

44,400

24,600

15,000

80,100円＋1％
多数該当　は44,400円

外　来 外来＋入院
（個人単位） （世帯単位）

※1

※1 「1％」とは「（医療費総額－267,000）×1％」
※2 「多数該当」とは過去12ヵ月に3回以上の支給を受けた場合の
　　4回目以降の自己負担額　　

※2

表1　高額療養費の自己負担限度額（月ごと）

表2　医療給付の種類

表3　入院の場合の1食当たりの食費・1日当たりの居住費の標準負担額

医療給付の種類�　　　　　　　　こんなときに受けられます� 　　　　　給付を受けるときは

病気やけがの治療を受けたとき

入院したときの食費

療養病床に入院したときの食費、居住費�

利用者の選定による特別の病室の提供などを受

けたとき

訪問看護サービスを受けたとき�

やむを得ず医療費の全額を自己負担したとき

資格証明書を受けている人が病気やけがの治療

を受けたとき�

緊急の入院や転院で移送が必要になったとき

１ヵ月の患者負担が高額になったとき�

被保険者が死亡し、その方の葬祭を行ったとき

医療と介護の自己負担額が高額になったとき�

療 養 の 給 付

入院時食事療養費【表３】

入院時生活療養費【表３】

保 険 外 併 用 療 養 費

訪 問 看 護 療 養 費

療 養 費

特 別 療 養 費

移 送 費

高 額 療 養 費

葬 祭 費

高 額 介 護 合 算 療 養 費

医療機関で被保険者証を提示

市町村民税非課税世帯の方は
事前に役場への申請が必要

申請は不要

役場への申請が必要

㈰一般の方

㈪市町村民税非課税世帯に属する方で、
　㈫と㈬以外の方　

㈫市町村民税非課税世帯に属する方で、
　年金受給額が80万円以下の方

㈬市町村民税非課税世帯に属する方で、
　老齢福祉年金を受給している方

(食　費)　460円�
(居住費)　320円

(食　費)　210円�
(居住費)　320円

(食　費)　130円�
(居住費)　320円

(食　費)　100円�
(居住費)　　0円�

世　帯　区　分 生活療養標準負担額

㈰一般の方

㈫市町村民税非課税世帯に属する方で、
　年金受給額が80万円以下の方及び老齢
　福祉年金を受給している方

㈪市町村民税非課税世帯に属する方で、
　㈫以外の方

260円�

210円�

100円

世　帯　区　分�　　　　　　　 食事療養標準負担額

●療養病床以外に入院したとき

●療養病床に入院したとき

※　②に該当する方で、過去1年

　の入院日数が90日を超える場

　合は、1食につき160円になり

　ます。なお、この入院日数には、

　老人医療受給者であった期間に

　係る入院日数を含みます。

※1　㈰の場合の460円は、管理
　栄養士又は栄養士により栄養
　管理が行われているなど一定
　の要件を満たす保険医療機関
　の場合の額です。それ以外の
　場合は、420円になります。

※2　左表は、入院医療の必要性
　の高い方以外の方に係るもの
　です。



置
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
「
夢
灯

り
」
ア
ー
ト
展
な
ど
を
計
画
し
、
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
３
月
10
日
発
行
の
サ

ミ
ッ
ト
通
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
30
日
に
は
、
道
民
会
議
が
企
画
し

て
い
る
ガ
イ
ア
ナ
イ
ト
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
夜
６
時
に
家
庭

の
電
気
を
消
し
て
、
ロ
ー
ソ
ク
を
灯

し
、
地
球
環
境
の
こ
と
や
家
族
の
こ

と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
も
ら
お
う
と

の
趣
旨
で
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
と
し
て
は
、
１

０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
同
様
に
、
積
極

的
に
取
組
ん
で
、
道
民
の
皆
さ
ん
に

も
成
功
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
参
加
で
き
る
方
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

フ
ァ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で
参
加
表
明
を

道
民
会
議
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
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ミ
ッ
ト
開
催
１
０
０
日
前
の
３

　
　
月
29
日
、
開
催
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
の
設

　

　
町
民
会
議
の
会
報
と
し
て
、

サ
ミ
ッ
ト
通
信
を
月
２
回
発

行
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
、
今
後
の
サ
ミ
ッ
ト

関
係
の
情
報
は
、
同
通
信
で

お
読
み
く
だ
さ
い
。
広
報
の

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
今
月
で
終

了
し
ま
す
。

サ

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト

● ●● ●

北海道洞爺湖
サミット
北海道洞爺湖
サミット

● ●● ●

北海道洞爺湖
サミット
北海道洞爺湖
サミット

１
０
０
日
前

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を
！

おしらせ

3月29日

200日前イベントでのペットボトルキャンドル200日前イベントでのペットボトルキャンドル
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洞爺湖温泉・とうや水の駅洞爺湖温泉・とうや水の駅洞爺湖温泉・とうや水の駅

　冬の恒例イベント冬祭りが、今年も開催され、子どもも
大人も寒さを吹きとばし、楽しいひとときを過ごしました。
　洞爺湖温泉ととうや水の駅で開催された冬まつりを写真
で紹介します。
　洞爺湖温泉では、2月5日から10日までの期間中花火が打
ち上げられ、本祭りの9日には、国際人間ばんばラフティテ
ング大会やビンゴゲームで冬まつりを盛り上げました。�
　2月11日には、とうや水の駅を会場に冬まつりりが開か
れ、サミット関連クイズや宝探しゲームなどを企画。滑り
台でそり遊びを楽しむ子どもたちも多く見られ、この季節
しかできない遊びを楽しんでいました。

　冬の恒例イベント冬祭りが、今年も開催され、子どもも
大人も寒さを吹きとばし、楽しいひとときを過ごしました。
　洞爺湖温泉ととうや水の駅で開催された冬まつりを写真
で紹介します。
　洞爺湖温泉では、2月5日から10日までの期間中花火が打
ち上げられ、本祭りの9日には、国際人間ばんばラフティテ
ング大会やビンゴゲームで冬まつりを盛り上げました。�
　2月11日には、とうや水の駅を会場に冬まつりりが開か
れ、サミット関連クイズや宝探しゲームなどを企画。滑り
台でそり遊びを楽しむ子どもたちも多く見られ、この季節
しかできない遊びを楽しんでいました。

氷雪で
 子どもらが遊ぶ冬まつり冬まつり冬まつり

寒さ吹きとばす国際人間ばんばラフティング大会寒さ吹きとばす国際人間ばんばラフティング大会

サミットクイズで盛り上がる

雪像で遊ぶ子どもら雪像で遊ぶ子どもら

冬まつり恒例のナイアガラ

お菓子まきに大興奮お菓子まきに大興奮

こわい、楽しい滑り台こわい、楽しい滑り台

お父さんとそり遊び

当
た
る
か
な
？
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム



　
　
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を

　
　
機
会
に
、
環
境
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
洞
爺
高
校
の

２
年
生
が
、
１
月
29
日
、
ウ
ロ
コ
虻

田
店
で
販
売
実
習
を
行
い
、
手
づ
く

り
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
購
入
者
に
無
料

で
配
り
ま
し
た
。

　
当
日
販
売
し
た
の
は
、
学
校
祭
で

人
気
の
バ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
。
２
年
生

11
人
が
選
択
授
業
の
一
環
と
し
て
取

組
み
ま
し
た
。

　
同
バ
ッ
グ
は
、
被
服
の
授
業
で
出

る
端
切
れ
を
再
利
用
し
て
作
ら
れ
た

も
の
で
、
買
い
物
客
に
も
大
好
評
。

商
品
も
約
１
時
間
で
完
売
し
、
初
め

て
の
実
習
を
経
験
し
た
高
校
生
に
も

笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

北　
　
月
１
日
―
４
日
ま
で
石
川
県
で

　
　
開
か
れ
た
第
45
回
全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
で
、
好
成
績
を
収
め
た

新
賢
範
君
（
虻
中
２
年
）
と
横
山
駿

太
君
（
虻
中
３
年
）
が
、
２
月
７
日

長
崎
町
長
を
訪
問
し
、
大
会
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
回
転
と
大
回
転
に
全

国
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。
新
君

は
、
回
転
で
５
位
、
大
回
転
で
も
７

位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
挙
げ
、

横
山
君
も
回
転
で
22
位
と
健
闘
を
見

せ
ま
し
た
。

　
来
年
が
中
学
生
最
後
の
大
会
と
な

る
新
君
は
、
「
来
年
は
ぜ
ひ
優
勝
し

た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
体
験
教
室
in
虻
田
小
学
校
」

が
２
月
８
日
開
か
れ
、
虻
田
小
学
校

４
年
生
の
54
人
が
、
同
自
動
車
に
試

乗
し
、
い
ち
早
く
未
来
の
車
を
体
感

し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
機
会
に
環
境
に

や
さ
し
い
車
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
企
画
。

　
こ
の
日
の
試
乗
会
に
は
、
ト
ヨ
タ
、

ホ
ン
ダ
の
燃
料
電
池
車
と
マ
ツ
ダ
の

水
素
エ
ン
ジ
ン
自
動
車
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。
　

　
子
ど
も
ら
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
静
か

さ
に
驚
き
、「
大
人
に
な
っ
た
ら
買
い

た
い
」
と
す
っ
か
り
エ
コ
カ
ー
に
魅

了
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

し
た
。

ケーキ購入者にエコバッグ進呈
洞爺高校生が実習販売

新君スキーで全国入賞
成績報告で長崎町長を訪問

力強いアタックの応酬
ママさんバレー大会

虻小児童エコカーに試乗
未来のクルマに興味津々
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２

　
　�

団
法
人
日
本
自
動
車
研
究
所
と

　
　
財
団
法
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
振
興
協

会
が
主
催
す
る
「
燃
料
電
池
自
動
車

財 　
　�

28
回
洞
爺
湖
町
長
杯
近
隣
市
町

　
　
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
、
２
月
３
日
虻
田
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
近
隣
市
町
か
ら
13
チ
ー
ム
が
参
加
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
出
し
合
い
、

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
（
青

木
佐
智
子
監
督
）
と
洞
爺
湖
（
石
田

静
子
監
督
）
の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

両
チ
ー
ム
と
も
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し

た
が
、
優
勝
チ
ー
ム
と
初
戦
で
闘
う

と
い
う
く
じ
運
な
ど
も
あ
り
、
と
も

に
１
回
戦
で
残
念
な
が
ら
敗
退
し
ま

第

買物客に商品をアピールする高校生買物客に商品をアピールする高校生

全国大会で健闘した新君（右）と横山君全国大会で健闘した新君（右）と横山君

エコカーに試乗する小学生エコカーに試乗する小学生

熱戦をくり広げたママさんバレーボール大会熱戦をくり広げたママさんバレーボール大会



　
　�

ミ
ッ
ト
開
催
に
合
わ
せ
、
環
境

　
　
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
２
月
11
日
、
第
２
回
子
ど
も

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
環
境
省
北
海

道
地
方
環
境
事
務
所
主
催
）
が
、
財

田
自
然
体
験
ハ
ウ
ス
の
周
辺
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
以
外
に
伊
達
市
、

豊
浦
町
な
ど
か
ら
14
人
が
参
加
し
て
、

「
雪
の
探
険
家
」
と
称
し
雪
の
断
層

を
調
査
し
た
り
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

の
自
然
観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
断
層
調
査
で
は
、
雪
の

中
を
掘
り
起
こ
し
、
い
く
つ
も
の
断

層
を
観
察
。
層
の
上
、
中
、
下
、
土

　
　�

月
10
日
と
う
や
水
の
駅
で
、
洞

　
　
爺
中
、
虻
田
中
、
豊
浦
中
、
壮

　

同
実
行
委
員
会
）
が
、
洞
爺
湖
温
泉

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
大
会
に
は
、
胆
振
管
内
だ
け
で
な

く
、
札
幌
市
や
栗
山
町
な
ど
か
ら
25

チ
ー
ム
が
参
加
。
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
予
選
リ
ー
グ
を
戦
い
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
１
位
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
３
チ
ー
ム
と
も
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
が
、
地

元
同
士
が
１
回
戦
で
当
た
る
く
じ
運

に
も
泣
か
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
洞

爺
湖
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Jr
の
３
位
が
最

高
位
と
な
り
ま
し
た
。

心と心がふれ合う
中学校吹奏学部初合同演奏会

雪の断層を発見し感激
第２回子どもパークレンジャー

集中して攻撃のチャンスを探る
全道チビッ子雪合戦大会

スレット編みのベスト作りに挑戦
ウイメンズ洞爺湖「編み物教室」
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月
11
日
16
回
目
を
迎
え
た
全
道

　
　
チ
ビ
ッ
子
雪
合
戦
大
会
（
主
催

　

瞥
中
、
白
老
町
虎
杖
中
学
校
の
少
人

数
吹
奏
学
部
に
よ
る
初
め
て
の
合
同

演
奏
会
「
産
地
直
演
う
ま
い
も
の
コ

ン
サ
ー
ト
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
構
成
と
楽
曲
で
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
１
部
２
０
０
７
ヒ
ッ
ト

曲
よ
り
、
２
部
顧
問
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
、
３
部
演
歌
・
歌
謡
曲
よ
り
の
３

部
構
成
。
父
兄
や
町
民
の
熱
い
ま
な

ざ
し
を
受
け
な
が
ら
、
生
徒
ら
は
１

曲
１
曲
を
集
中
さ
せ
て
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。

の
中
の
温
度
を
比
較
し
て
、
雪
の
中

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
学
び
ま

し
た
。

２サ

　
　
イ
メ
ン
ズ
洞
爺
湖
（
青
木
佐
智

　
　
子
会
長
）
の
主
催
で
行
っ
て
い

た
「
編
み
物
シ
リ
ー
ズ
」
の
最
終
回

が
、
２
月
12
日
洞
爺
湖
町
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
完
成
を
め
ざ
し
て

作
品
作
り
に
集
中
し
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
冬
の
恒
例
行
事
で
、

今
年
は
ス
レ
ッ
ト
編
み
で
の
ベ
ス
ト

と
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
に
挑
戦
。
１
月

29
日
か
ら
４
回
に
分
け
て
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
、
35
人
が
参
加
し
、
楽
し

い
会
話
を
は
さ
み
な
が
ら
、
最
後
の

仕
上
げ
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 ウ ２

攻撃をしかける選手ら攻撃をしかける選手ら

最後の仕上げに集中する参加者最後の仕上げに集中する参加者

雪の断層に興味をしめす子どもら

心をなごました合同演奏会心をなごました合同演奏会



　
　
爺
湖
周
辺
地
域
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

　
　
ア
ム
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る

「
洞
爺
湖
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
住

民
説
明
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
、

1
月
30
日
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
約
30
人
の
住
民
が
参
加
し

て
、
今
後
の
活
動
に
む
け
て
様
々
な

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。�

　
同
説
明
会
は
、
洞
爺
湖
や
噴
火
湾

沿
岸
な
ど
の
地
域
の
自
然
を
博
物
館

と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
観
光
や
防
災

学
習
に
つ
な
げ
て
い
く
「
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
構
想
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
活
動
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
手
始
め
と
し

て
開
催
。

　
最
初
に
環
境
防
災
総
合
政
策
研
究

機
構
の
本
田
康
隆
上
席
研
究
員
が
、

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
に
つ
い
て

概
要
を
説
明
。
続
い
て
太
田
秀
伸
氏

（
ワ
カ
サ
リ
ゾ
ー
ト
�
営
業
部
長
）

が
、
現
在
同
社
で
行
っ
て
い
る
活
動

を
説
明
し
、
「
窓
口
を
一
つ
に
し
、

細
か
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
わ
か
り
や
す

く
設
定
」
す
る
な
ど
の
観
光
と
結
び

つ
け
た
同
構
想
の
今
後
の
進
め
方
を

提
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

自
己
紹
介
し
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
意

見
を
出
し
合
い
、
「
住
民
に
余
り
関

心
を
も
た
れ
て
い
な
い
」
「
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
住
民
に
ま
ず

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
」
な
ど

の
広
報
活
動
の
不
足
を
指
摘
す
る
意

見
や
「
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
は
必
要
」

「
地
元
の
人
し
か
知
り
え
な
い
情
報

が
あ
る
」
「
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
を
つ
く
る
」
な

ど
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
具
体

化
に
つ
い
て
の
意
見
も
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
長
崎
町
長
、
篠
原
町
議
会
議
長
ら

４
人
が
、
２
月
18
日
昨
年
７
月
に
友

好
都
市
協
定
を
結
ん
だ
三
豊
市
を
訪

問
し
、
友
好
都
市
記
念
品
交
換
式
に

臨
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
横
山
市
長
が
「
洞
爺

湖
町
と
の
交
流
を
名
誉
に
感
じ
ま
す
。

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
を

心
か
ら
祈
念
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
そ

れ
に
応
え
て
、
長
崎
町
長
も
「
末
永

い
友
好
を
築
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

サ
ミ
ッ
ト
も
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
を
代
表
す
る
銘
木
「
い
ち

い
の
木
」
に
よ
る
ヒ
グ
マ
の
親
子
の

木
彫
と
、
三
豊
市
の
伝
統
工
芸
三
豊

装
飾
瓦
の
恵
比
寿
と
大
黒
天
が
交
換

さ
れ
、
両
市
町
長
と
議
会
議
長
が
固

い
握
手
を
交
わ
し
、
更
な
る
友
好
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。
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洞 エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
に
理
解
を

住
民
説
明
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
く

三豊市との
友好都市記
念品交換式

☆
地
域
審
議
会
　
新
町
建
設

計
画
に
関
す
る
こ
と
や
地
域

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
審
議
。

☆
行
革
審
議
会
　
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
進
行
管
理
な
ど
、

町
の
行
財
政
改
革
の
推
進
に

必
要
な
審
議
。

◆
定
員
　
各
地
域
審
議
会
３

人
以
内
・
行
財
政
改
革
審
議

会
３
人
以
内

◆
資
格
　
�
平
成
20
年
4
月

1
日
に
お
い
て
20
歳
以
上
の

洞
爺
湖
町
に
お
住
ま
い
の
方

（
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
方
）
�
任
期
中
、

継
続
し
て
出
席
で
き
る
見
込

み
の
あ
る
方
�
公
募
委
員
に

選
任
さ
れ
る
日
に
お
い
て
、

町
の
他
の
審
議
会
な
ど
で
委

員
に
選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

�
町
の
職
員
を
含
む
行
政
機

関
の
職
員
又
は
町
議
会
議
員

で
な
い
方

◆
締
切
り
　
3
月
25
日（
火
）

ま
で
。�

◆
申
込
方
法
　
所
定
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
任
期
　
２
年
間

◆
応
募
先
　
行
財
政
改
革
審

議
会
・
地
域
審
議
会
（
虻
田

地
区
）
は
企
画
防
災
課
（
☎

74-

3
0
0
4
）
へ
／
地
域
審

議
会（
洞
爺
地
区
）は
総
務
住

民
課
（
☎
82-

5
1
1
1
）
へ

※
応
募
用
紙
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
取
り
出
し
又
は
本
庁

舎
、
洞
爺
総
合
支
所
、
温
泉

支
所
に
備
え
付
て
あ
り
ま
す
。

　旧洞爺村役場を改築して出来上

がった洞爺湖芸術館が、今年４月

から開館します。

　同館は、これまで収蔵してきた

ビエンナーレ作品や砂澤ビッキ氏

の木彫り彫刻、並河萬里氏の洞爺

風景写真、近現代文学初版本など

の美術品を展示する施設です。

　開館に先立って３月25日（火）

から３月30日（日）まで無料で一

般開放します。開館時間は、午前

10時－午後3時まで。�

　詳しい問合せは、洞爺総合支所

総務住民課☎82－5111へ。

洞爺湖芸術館を一般公開します

募
集
行財政改革審議会委員

・地域審議会委員

熱心な議論が続いたワークショップ熱心な議論が続いたワークショップ友好を誓いあった交換式友好を誓いあった交換式

          

　 (http://w
w
w
.

tow
n
.toy
ako.hokkaido.jp)



　
　
爺
湖
町
の
財
政
は
依
然
と
し
て

　
　
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
町
税

な
ど
の
収
入
は
、
行
政
を
推
進
す
る

た
め
の
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
多
数
の
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
義

務
と
し
て
町
税
な
ど
を
決
め
ら
れ
た

期
限
内
に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
決
め
ら
れ
た
期

間
内
に
納
付
さ
れ
な
い
方
、
又
は
未

納
の
ま
ま
放
置
し
納
付
の
意
思
が
認

め
ら
れ
な
い
一
部
の
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
厳
正

に
対
処
し
、
収
納
率
向
上
に
向
け
た

積
極
的
な
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
、

今
後
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
町
で
は
、
「
洞
爺
湖
町

収
納
対
策
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、

徴
収
強
化
を
促
進
し
、
滞
納
町
税
や

滞
納
使
用
料
な
ど
の
一
掃
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
滞
納
の
理
由
が
悪
質
で
あ

っ
た
り
、
誠
意
が
な
い
と
判
断
さ
れ

る
場
合
は
、
法
令
に
基
づ
い
て
厳
し

い
対
応
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
下
記
の
町
税
や
使
用
料
、

貸
付
金
な
ど
に
納
め
忘
れ
や
滞
納
が

あ
る
方
は
、
至
急
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
万
一
、
全
額
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
担
当
課
ま
で
来
庁
、

納
付
相
談
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
報
２
月
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た

　
　
し
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
住

民
税
に
か
か
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

申
告
期
限
は
3
月
17
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
対
象
者
の
方
は
、
役
場
税
務
財
政

課
へ
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
期
限
後
の
申
告
は
、
特
別
徴
収

税
額
決
定
通
知
書
ま
た
は
納
税
通
知

書
が
到
着
す
る
ま
で
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
洞
爺
湖
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　
申
告
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、
エ

ク
セ
ル
形
式
に
よ
る
簡
易
な
申
告
書

作
成
ツ
ー
ル
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
「
住
宅
借
入
金
特
別
税
額
控
除

申
告
書
」
の
作
成
に
あ
た
っ
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
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公平性を守るため公平性を守るため公平性を守るため公平性を守るため

滞納町税・滞納使用料
などの一掃を
目指します

滞納一
掃！！

収納対策推進本部
（�74-3000）

洞

広

【滞納者に対する対応・対策】

担　当　課

税務財政課

建　設　課

上下水道課

健康福祉課

町道民税 ○道職員（徴収専門員）派遣による滞納整理の強化指導

○法令に基づいた滞納処分（差押え）を実施します。
※滞納処分のための財産調査（19年度2月現在実績）

○納付する意思が見られない場合は給水を停止

○給付制限の実施（給付減額等）

○連帯保証人への請求行為の実施

○来庁依頼（納付相談）

○連帯保証人への納付指導依頼の実施

○民事調停及び住宅明渡請求（民事訴訟）の実施

※給水停止実施件数　7件（19年度2月現在実績）

※差押え件数（19年度2月現在実績）

※民事調停実施件数　3件（19年度2月現在実績）

※住宅明渡訴訟申立件数　1件（19年度2月現在実績）

預金調査　金融機関6行　対象26件　照会数154件
給与調査　事業所3件　対象3件
電話加入権調査　1件
生命保険調査　保険会社22社　対象6件　照会数132件

不動産1件、預金2件、国税還付金23件、その他1件

固定資産税

軽自動車税

法人町民税

国民健康保険税

町営住宅使用料

上下水道使用料

災害援護資金貸付金

介護保険料

科　　　目 具体的対応・対策について

※上記の他、ウタリ資金貸付金、保育料及び霊園管理手数料を含め、随時、電話による催告や臨戸徴収（自宅や職場などを直接訪問し、滞納金を徴収す
　ること）を行います。
※町税、使用料などの納期内納付をお願いしています。納め忘れはありませんか！？　町税、使用料等の納付には便利で確実な口座振替をご利用くださ
　い。納め忘れもなく安心です。（税務財政課収納係）

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

　
　
　
　
対
象
者
の
方
へ

住宅ローン
控除の申告は
お済みですか？



　
　
域
で
の
永
年
に
わ
た
る
活
動
が

　
　
評
価
さ
れ
、
表
彰
を
受
け
た
方

を
紹
介
し
ま
す
。

▽
高
清
水
　
祐
　
三
さ
ん
（
72
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
虻
５
区
＝

　
昭
和
30
年
に
虻
田
消
防
団
に
入
団
。

平
成
17
年
の
10
月
に
西
胆
振
消
防
組

　

合
虻
田
消
防
団
副
団
長
退
任
ま
で
、

50
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
地
域
防
火

活
動
や
人
命
救
助
に
貢
献
し
ま
し
た
。

第
36
回
医
療
功
労
賞

　
　
　  

（
読
売
新
聞
主
催
）

12

　
　
さ
ん
が
毎
日
食
べ
て
い
る
物
は
、

　
　
ど
こ
か
ら
買
っ
て
き
た
か
は
知

っ
て
い
て
も
、
ど
こ
で
取
れ
た
か
、

ど
こ
で
加
工
さ
れ
た
か
、
ど
う
い
う

流
通
な
の
か
わ
か
り
ま
す
か
？
ト
レ

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
英
語

のtra
ce

（
追
跡
）a

b
ility

（
で
き

る
こ
と
）
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で

「
追
跡
可
能
」と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
、
牛
肉
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
を
機

に
２
０
０
３
年
６
月
に
「
牛
肉
ト
レ

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
法
」
と
い
う
法
律
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
牛
の
出
生

段
階
で
10
桁
の
識
別
番
号
が
付
け
ら

れ
、
品
種
・
生
年
月
日
・
生
育
地
・

処
理
の
年
月
日
な
ど
を
記
録
に
残
す

こ
と
が
義
務
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
で
は
国
内
で
生
産
さ
れ
る
ほ
か

の
農
産
物
も
こ
の
制
度
に
準
じ
て
、

生
産
履
歴
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
産
者
は
田

畑
の
場
所
・
種
を
ま
い
た
日
・
肥
料
、

農
薬
な
ど
の
種
類
や
量
・
収
穫
日
な

ど
を
記
録
し
、
出
荷
時
に
添
付
し
ま

す
。
そ
の
後
、
流
通
業
者
な
ど
（
一

皆

地

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
７
５
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
７
５
ｇ
　
４
０
０
円

　
毎
月
25
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅

　
　
76
ー
４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　
　
75
ー
２
７
０
４

役
場
　
産
業
課
　
　
74
ー
３
０
０
５

酸 部
）
の
記
録
も
追
加
し
店
頭
に
陳
列

さ
れ
、
消
費
者
が
購
入
す
る
日
が
最

後
と
し
て
記
録
に
残
り
ま
す
。

　
最
近
、
食
品
の
話
題
が
ニ
ュ
ー
ス

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
不
安
を
感
じ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
食

品
に
履
歴
書
を
付
け
る
こ
と
で
、
不

正
や
偽
装
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
価
格
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
シ
ー
ル
や
袋
の
裏

を
よ
く
見
る
と
安
心
・
安
全
が
見
え

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
族
の

健
康
を
守
る
た
め
に
も
情
報
を
上
手

に
読
み
取
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

食 

品 

の 

履 

歴

瑞
宝
単
光
章

消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

社会貢献と永年の
努力の人生に光

21

▽
山
　
田
　
　
　
晃
さ
ん
（
62
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
入
１
区
＝

　
道
内
理
学
療
法
士
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
、
永
年
地
域
医
療
に
貢
献
。

医
療
過
疎
地
域
や
無
料
巡
回
診
療
活

動
に
尽
力
し
ま
し
た
。
受
賞
は
道
内

で
は
１
人
の
み
。

▽
加
　
藤
　
　
　
訓
さ
ん
（
69
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
泉
　
区
＝

　
昭
和
44
年
か
ら
現
在
ま
で
30
年
以

上
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員
並
び
に

委
員
長
な
ど
の
役
職
を
担
い
町
の
体

育
振
興
に
貢
献
。

平
成
19
年
度
北
海
道
産
業
貢
献
賞

　
　  

（
農
業
関
係
功
労
者
）

▽
大
　
野
　
和
　
道
さ
ん
（
65
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
入
１
区
＝

　
獣
医
師
と
し
て
、
伝
染
病
防
疫
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
40
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
家
畜
防
疫
員
と
し
て
地

域
畜
産
の
振
興
に
貢
献
。

平
成
19
年
度
北
海
道
体
育

指
導
員
功
労
者
表
彰

▽
矢
　
野
　
正
　
寿
さ
ん
（
50
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
香
　
川
＝

　
20
年
以
上
に
わ
た
り
体
育
指
導
委

員
並
び
に
委
員
長
な
ど
の
役
職
を
担

い
町
の
体
育
振
興
に
貢
献
。

平
成
19
年
度
胆
振
管
内

体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

▽
後
　
藤
　
　
　
修
さ
ん
（
52
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
洞
第
３
＝

　
10
年
以
上
に
わ
た
り
、
体
育
指
導

委
員
と
し
て
町
の
体
育
振
興
に
貢
献
。

平
成
19
年
度
30
年
勤
続
体
育

指
導
委
員
表
彰
　
　（
全
国
）



※現行の代表電話番号（　0143－24－7101）は、一定期間経過後

　に廃止予定です。

※ファクシミリ番号（　0143―22－1289）に変更はありません。

マ
フ
ラ
ー
に
異
国
の
匂
い
連
れ
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

珠
の
ご
と
気
泡
と
じ
こ
め
軒
つ
ら
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

学
舎
に
絶
た
れ
し
命
春
寒
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

追
儺
豆
つ
い
ば
む
カ
ラ
ス
首
か
し
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

友
の
手
の
ぬ
く
も
り
溢
れ
貝
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
怜
　
子

勅
題
は
「
火
」
な
り
席
題
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

冬
星
と
な
り
て
名
句
の
こ
し
逝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

日
向
ぼ
こ
す
る
人
眺
め
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
　
川
　
　
　
稔

☆
あ
ぷ
た
俳
句
会
会
長
瀬
川
稔
は
１
月
20
日
急
逝
さ
れ
、
日
向
ぼ
こ
の
句
は

　
辞
世
の
句
と
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

か
ぎ
ろ
ひ
の
春
を
待
た
な
む
花
柄
の

　
　
　
　
ブ
ラ
ウ
ス
に
ア
イ
ロ
ン
や
さ
し
く
か
け
て
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

日
本
晴
れ
の
青
空
眺
め
暦
を
見
れ
ば

　
　
　
　
立
春
の
文
字
に
心
ほ
の
ぼ
の
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

噴
火
よ
り
人
通
り
絶
え
し
中
央
通

　
　
　
　
ク
レ
ー
ン
車
移
動
に
迂
回
道
な
る
や
も
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

吹
雪
に
も
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実
は
上
枝
に

　
　
　
　
落
ち
ず
に
あ
ら
む
鳥
啄
ば
む
ま
で
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

早
春
の
足
音
と
も
聞
く
か
氷
柱
の

　
　
　
　
雫
の
垂
る
る
そ
の
音
に
さ
へ
　
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

樹
を
透
き
て
影
絵
の
ご
と
き
動
き
く
る

　
　
　
　
冬
の
陽
ざ
し
の
や
わ
ら
か
き
午
後
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

あ
と
十
年
待
っ
て
ゐ
て
よ
と
娘
は
云
ひ
ぬ

　
　
　
　
職
を
お
へ
た
ら
帰
っ
て
来
る
か
ら
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

初
水
に
寒
さ
く
ぐ
り
て
元
気
よ
く

　
　
　
　
生
き
生
き
泳
ぐ
メ
ダ
カ
の
親
子
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

娘
は
夫
の
任
地
四
国
に
旅
た
ち
ぬ

　
　
　
　
独
り
食
す
る
夕
餉
わ
び
し
も
　
　
　
　
　
　
　
中
　
野
　
イ
　
マ

遠
く
住
む
族
の
無
事
を
神
仏
に

　
　
　
　
も
ろ
手
合
せ
る
私
の
な
ら
わ
し
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
ニ
月
定
例
会

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
ニ
月
定
例
会

ま
な
び
や

つ
い
な

ま
め

※
つ
い
な
～
節
分
の
こ
と

き

ほ
う

う
か
ら

か
いひ
ひ
な
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申
し
込
み
は
金
融
機
関
の
窓
口
、

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
で
受
付
け

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
20
年
４
月
分
か
ら
国

民
年
金
保
険
料
が
改
定
さ
れ
、
月
額

１
４
、
４
１
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
平
成
20
年
３
月
分
保
険
料

（<

３
月
末
引
き
落
と
し
分>

か
ら
）。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
、
直
接

納
付
す
る
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
希
望
の

場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で

　
　
納
付
す
る
と
、
納
め
忘
れ
や
納

付
す
る
手
間
が
省
け
便
利
で
す
。
さ

ら
に
、
口
座
振
替
な
ら
現
金
で
毎
月

納
付
す
る
よ
り
も
お
ト
ク
な
「
早
割

制
度
」
や
一
定
期
間
を
ま
と
め
て
納

付
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る

「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

国
あ
な
た
の
た
め
･
み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

…
そ
こ
が
知
り
た
い

国
民
年
金
の
保
険
料
は
口
座
振
替
で

納
付
す
る
と
、
便
利
で
お
ト
ク
で
す

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
を
導
入
し
ま
し
た
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室蘭社会保険事務所の
電話番号が変わります

3月24日
から

0570-05-1165

03-6700-1165

0143-24-7104

0143-50-1004

0143-50-1005

0143-24-7123

0143-24-4154

0143-24-7124

0143-50-1003

0143-50-1002

ねんきん

ダイヤル

国民年金

業 務 課

相談予約

業 務 課

徴 収 課

総 務 課

年金給付課

担当課 電話番号主な業務内容

（IP電話・PHS）

■年金電話相談

・請求手続き

・届出

■国民年金

・加入手続き

・納入相談

■相談予約

　年金相談（来訪予約）

■健康保険・厚生年金保険

・保険料納付

■健康保険･厚生年金保険

・加入手続き・届出

■健康保険任意継続被保険者

・加入手続き・保険料納付

■船員保険

■庶務

■健康保険　給付手続き

■障害年金　請求手続き



　
　
防
団
員
は
、
権
限
と
責

　
　
任
を
有
す
る
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る

一
方
、
他
に
本
職
を
持
ち
な

が
ら
自
ら
郷
土
愛
護
の
精
神

　

に
基
づ
き
入
団
し
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
確
保
の
た
め
、
消
防
・
防
災

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
地
域
密
着
性
、
出
動

人
員
の
確
保
、
即
時
対
応
力
と
い
っ

た
３
つ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

町
内
の
火
災
に
お
け
る
消
火
活
動
だ

け
で
な
く
、
災
害
時
に
は
住
民
の
避

難
誘
導
や
災
害
の
防
御
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
、
火
災
や
災
害
の
な
い
と
き

で
も
、
火
災
消
火
訓
練
や
災
害
に
対

応
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け

る
消
防
・
防
災
体
制
の
中
核
的
存
在

　
　

　
　
民
の
皆
さ
ん
が
応
急
手
当
の
講

　
　
習
を
受
講
す
る
目
的
は
、
単
に

救
命
の
た
め
の
手
技
を
修
得
す
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
救
命
の

現
場
に
居
合
わ
せ
た
と
き
に
躊
躇
な

く
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
救
命
講
習

で
す
。

　
傷
病
者
の
救
命
の
た
め
に
は
、
住

民
に
よ
る
速
や
か
な
応
急
手
当
、
救

急
隊
員
に
よ
る
応
急
処
置
と
迅
速
な

搬
送
、
医
療
機
関
で
の
処
置
が
一
体

と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
救
命
講
習
に
は
、
普
通
救
命
講
習

　

洞爺湖消防署（　76-2119）･温泉分署（　73-1119）･洞爺支署（　87-2119）･『火災・救急・救助119番』
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と
上
級
救
命
講
習
が
あ
り
、
普
通
救

命
講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
）、

大
出
血
時
の
止
血
法
、
対
象
者
に
よ

っ
て
は
、
小
児
、
乳
児
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
を
加
え
る
。

　
上
級
救
命
講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
）
大
出

血
時
の
止
血
法
、
傷
病
者
管
理
法
、

外
傷
の
手
当
、
搬
送
法
な
ど
こ
れ
ら

の
講
習
は
、
実
習
が
主
体
で
あ
り
、

心
肺
蘇
生
法
及
び
大
出
血
時
の
止
血

法
を
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
あ
い
だ
行
う
こ
と
が
出
来
る

こ
と
と
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
に
つ
い
て
理
解
し
、
正

し
く
使
用
で
き
る
こ
と
な
ど
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

住

１
月
の

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
39
件

消
防
だ
よ
り

３
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
」

住
民
に
対
す
る

応
急
手
当
の
普
及
啓
発

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

　
　
あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
そ
の
時
を
」
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消 ふ
る
さ
と
を

　
　
災
害
か
ら
守
る

と
し
て
、
地
域
住
民
の
安
心
と
安
全

を
守
る
た
め
活
躍
し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ

と
目
を
離
し
た
す
き
に
火
災
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き
に
来

客
、
電
話
、
子
供
の
世
話
な
ど
で
コ

ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
に
は
必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

天
ぷ
ら
油
に
よ
る

　
　
　
　
火
災
の
防
止

市　　
販
さ
れ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
は
、

　
　
そ
の
温
度
が
発
火
点
（
３
６
０

度
～
３
８
０
度
）
以
上
に
な
れ
ば
、

火
種
が
な
く
て
も
発
火
し
て
燃
焼
を

始
め
ま
す
。

　
一
般
家
庭
で
使
用
す
る
油
量
程
度

の
天
ぷ
ら
油
を
家
庭
用
ガ
ス
コ
ン
ロ

で
加
熱
す
る
と
、
約
５
分
で
揚
げ
物

に
適
し
た
温
度
（
約
１

６
０
度
～
２
０
０
度
）

に
達
し
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
放
置
し
て
お
く

と
約
10
分
ほ
ど
で
異
臭

と
と
も
に
白
煙
が
立
ち

始
め
、
20
～
30
分
で
発

火
点
に
達
し
火
が
つ
き

ま
す
。

　
ま
た
、
天
ぷ
ら
油
は

天
ぷ
ら
に
使
用
し
た
り

、
鍋
に
揚
げ
か
す
な
ど

が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ

が
灯
芯
と
な
る
な
ど
し

て
２
０
０
度
近
く
で
発

火
す
る
な
ど
、
加
熱
し

始
め
て
か
ら
発
火
す
る

ま
で
の
時
間
が
短
く
な

　

火災消火訓練のようす



　
　
康
づ
く
り
推
進
員
会
で
は
、

　
　
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
会
や
健
康
づ
く
り
講
演
会
な

ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
分
や

家
族
、
地
域
の
人
々
が
元
気
で

生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
必
要
な
健
康
づ
く
り
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
自
治
会
等
よ
り
推

薦
さ
れ
た
29
名
と
公
募
に
よ
る

３
名
の
方
が
推
進
員
と
し
て
活

動
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
新
た
に
推
進
員

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し

　

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

　
健
康
に
つ
い
て
振
り
返
り
考

え
て
み
た
い
、
ま
た
健
康
づ
く

り
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と

い
う
方
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

任
期
：
平
成
20
年
４
月
１
日
～

平
成
22
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

問
合
わ
せ
、
申
込
み
は
、
洞
爺

湖
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
　

76
―
４
０
０
６
ま
で
）

　
　
月
号
で
は
、
食
生
活
を
取
り
上

　
　
げ
ま
し
た
。

　
食
事
制
限
だ
け
で
減
量
を
す
る
と
、

脂
肪
と
と
も
に
筋
肉
も
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。
運
動
を
す
る
こ
と
で
筋
肉

を
維
持
・
増
加
で
き
、
食
事
で
得
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
消
費
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、
筋
肉
を
動
か
す
と
、
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
が
よ
く
な
り
、
糖
質

が
筋
肉
に
取
り
込
ま
れ
や
す
く
な
る

た
め
、
血
糖
値
が
下
が
り
ま
す
。
中

性
脂
肪
も
運
動
で
消
費
さ
れ
、
Ｈ
Ｄ

Ｌ
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増

加
し
て
き
ま
す
。
運
動
を
す
る
と
血

流
が
よ
く
な
り
、
血
圧
は
下
が
っ
て

き
ま
す
。

　
運
動
を
す
る
こ
と
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
食
事

と
併
せ
て
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
生
活
の
な
か
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
で
、
冬
太
り
が
気
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
人
は
雪
解
け
を
待
っ
て
春

の
日
差
し
の
中
、
外
に
出
ま
し
ょ
う
。

　
「
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
（
国
保

　

①
駐
車
場
で
は
、
一
番
遠
い
と
こ
ろ

　
に
車
を
止
め
る
。

②
好
き
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
音
楽

　
が
終
わ
る
ま
で
室
内
を
歩
き
回
る

　
と
５
分
ぐ
ら
い
は
運
動
が
出
来
る
。

③
炊
事
や
歯
み
が
き
を
し
な
が
ら
、

　
片
足
立
ち
を
す
る
。

④
雪
か
き
は
嫌
な
仕
事
で
は
な
く
、

　
脂
肪
を
燃
や
す
絶
好
の
機
会
と
考

　
え
る
。

　
教
室
に
車
で
参
加
し
て
い
た
人
が
、

歩
い
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、「
夕

方
、
万
歩
計
を
見
て
歩
数
が
少
な
い

と
、
一
回
り
歩
き
に
出
か
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
」
な
ど
工
夫
し
て
い

る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

20

２

保健師から

大　道　淑　恵
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運
動
不
足
の
改
善
で

内
臓
脂
肪
を

　
減
ら
し
ま
し
ょ
う

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
）
」
の
講
師
の

木
村
洋
子
先
生
が
紹
介
し
て
く
だ
さ

っ
た
室
内
で
出
来
る
体
操
を
紹
介
し

ま
す
。
椅
子
に
座
っ
て
出
来
る
運
動

な
の
で
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も

や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

徐
々
に
回
数
を
増
や
す
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

座
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

膝
伸
ば
し

（
キ
ッ
ク
）
‥
‥

太
も
も
の
前
側
の

筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

も
も
上
げ

（
も
　
も
）
‥
‥

股
関
節
ま
わ
り
の

筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

か
か
と
上
げ

（
か
か
と
）
‥
‥

ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋

肉
を
鍛
え
ま
す
。

つ
ま
さ
き
上
げ

（
つ
ま
さ
き
）
‥

す
ね
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

上
体
起
こ
し
（
お
な
か
）
‥
‥
‥
‥

お
な
か
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

立
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
す
座
り
立
ち
（
い
す
）
‥
‥
‥
‥

太
も
も
の
前
側
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

も
も
上
げ
（
ア
ッ
プ
）
‥
‥
‥
‥
‥

関
節
ま
わ
り
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

横
へ
の
脚
上
げ

（
横
上
げ
）
‥
‥

お
尻
（
横
）
の
筋

肉
を
鍛
え
ま
す
。

背
伸
び

（
背
伸
び
）
‥
‥

ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋

肉
を
鍛
え
ま
す
。

上
体
起
こ
し

（
お
な
か
）
‥
‥

お
な
か
の
筋
肉
を

鍛
え
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、

生
活
の
な
か
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
ち

ょ
っ
と
し
た
運
動
の
ヒ
ン
ト
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

健

洞爺湖町健康づくり推進員を募集します



　
　
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
で
ご
存
知
の

　
　
様
に
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

が
平
成
18
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
、

早
２
年
近
く
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
平
成
15
年
に

導
入
さ
れ
た
「
支
援
費
制
度
」
に
お

け
る
諸
々
な
問
題
点
や
課
題
を
解
消

す
る
と
共
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
為
に
制
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

用
負
担
を
行
う
事
を
ル
ー
ル
化
し
て

財
源
を
確
保
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
計
画
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
充

実
さ
せ
る
。
④
就
労
支
援
を
抜
本
的

に
強
化
す
る
。
⑤
支
給
決
定
の
仕
組

み
を
透
明
化
・
明
確
化
す
る
。

　
あ
ぶ
た
福
祉
会
に
お
い
て
も
、
こ

の
法
制
度
に
基
づ
い
て
施
設
支
援
や

地
域
支
援
等
、
各
種
の
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
今
ま
で
は

利
用
負
担
の
無
か
っ
た
入
所
施
設
や

地
域
住
居
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ

ア
ホ
ー
ム
）
、
日
中
活
動
の
場
で
あ

る
通
所
作
業
所
な
ど
、
全
て
に
お
い

て
利
用
負
担
が
か
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
原
則
一
割
負
担
で
、
個
人
の

資
産
な
ど
や
収
入
に
応
じ
て
の
減
免

措
置
に
よ
り
金
額
は
異
な
り
ま
す
）。

　
あ
ぶ
た
福
祉
会
と
し
て
は
、
こ
こ

４
～
５
年
程
前
よ
り
、
特
に
地
域
生

活
者
の
方
に
対
し
て
、
日
常
生
活
に

お
い
て
旅
行
を
控
え
る
、
必
要
最
小

限
の
買
物
に
止
め
る
な
ど
、
収
入
に

応
じ
た
支
出
の
見
直
し
を
促
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
話
人
の
方
へ
も
食

費
や
光
熱
水
費
を
切
り
詰
め
る
な
ど
、

協
力
を
依
頼
し
、
生
活
全
般
に
お
い

て
見
直
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
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主
な
要
点
と
し
て
は
次
の
５
つ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
①
障
害
の
種
別
（
身
体
・
知
的
・

精
神
）
に
関
わ
ら
ず
障
害
の
あ
る
人

々
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
為
の
仕
組
み
を
一
元
化
し
、
施
設

や
事
業
を
再
編
す
る
。
②
障
害
の
あ

る
人
々
に
身
近
な
市
町
村
が
責
任
を

持
っ
て
一
元
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
③
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人

々
も
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
と
所
得
に

応
じ
た
負
担
を
行
な
う
と
共
に
、
国

や
地
方
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
費

　
　

テ 「
障
害
者
自
立

　
　
支
援
法
に
つ
い
て
」

通
所
授
産
施
設
あ
す
な
ろ

　
居
宅
支
援
課
　
小
野
寺 

秀 

昭
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事
が
地
域
で
の
生
活
を
よ
り
長
く
継

続
、
安
定
さ
せ
て
い
く
為
に
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
い
う
事
を
理
解
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
生
活
者
の

中
に
は
支
出
の
見
直
し
の
必
要
性
や

制
度
の
内
容
、
仕
組
み
な
ど
を
説
明

し
て
も
、
な
か
な
か
理
解
す
る
ま
で

に
は
至
ら
ず
、
な
ぜ
旅
行
に
行
け
な

い
の
か
、
買
物
で
き
な
い
の
か
な
ど

の
不
満
を
多
く
ぶ
つ
け
る
方
も
お
り
、

利
用
者
本
人
に
対
し
て
は
説
明
の
し

に
く
い
、
分
り
づ
ら
い
制
度
で
あ
る

と
実
感
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
特
に
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
毎

月
利
用
者
の
方
に
は
掛
か
っ
た
金
額

の
請
求
、
領
収
証
の
発
行
を
し
て
説

明
し
て
い
ま
す
が
、
直
接
的
に
徴
収

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
財
産
管
理

を
し
て
い
る
本
体
施
設
の
事
務
処
理

に
よ
り
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
為
、

実
感
と
し
て
表
れ
な
い
事
が
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
の
施
行

は
、
利
用
負
担
が
増
え
、
利
用
側
に

と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
が
目
に
つ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
そ
の
も
の
は
か

な
り
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
に
な
っ

て
お
り
、
利
用
負
担
に
し
て
も
、
利

用
す
る
所
の
利
用
料
や
食
べ
た
分
の

食
事
代
を
払
う
の
は
極
当
た
り
前
の

　

事
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
利
用
者
に
と
っ

て
は
『
就
労
の
場
』
と
し
て
の
通
所

施
設
や
作
業
所
が
、
利
用
料
を
徴
収

す
る
の
は
疑
問
に
感
じ
ま
す
。
中
に

は
対
価
と
し
て
も
ら
う
還
元
工
賃
や

給
料
よ
り
も
利
用
負
担
が
上
回
り
、

通
う
事
を
止
め
た
と
い
う
話
も
聞
き

ま
す
。
あ
ぶ
た
福
祉
会
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
収
入
は
決
し
て
高

く
は
な
い
還
元
工
賃
と
障
害
基
礎
年

金
で
あ
り
、
預
金
を
切
り
崩
し
て
の

生
活
を
続
け
て
い
る
人
も
お
り
ま
す
。

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行

さ
れ
て
、
色
々
な
面
で
の
改
善
事
項

も
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
に
お

い
て
も
良
く
も
悪
く
も
こ
の
制
度
と

関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
中
で
利
用
者
が
安
定
し
た
生
活

が
継
続
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら

支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
12
回

障害者自立支援法自立支援システム

市町村

介護給付

●居宅介護（ホームヘルプ）

●重度訪問介護

●行動援護

●重度障害者等包括支援

●児童ディサービス

●短期入所（ショートステイ）

●療養介護

●生活介護

●施設入所支援

●共同生活介護（ケアホーム）

訓練等給付

●自立訓練

●就労移行支援

●就労継続支援

●共同生活援助（グループホーム）

●相談支援　　　　　　　　 　●地域活動支援センター

●コミュニケーション支援　　 ●福祉ホーム

●日常生活用具の給付又は貸与 ●その他の日常生活又は生活支援

●移動支援

補装具

自立支援医療

●（旧）更正医療

●（旧）育成医療※

●（旧）精神通院公費※

※実施主体は都道府県等

自立支
援給付

障
害
者
・
児

地域生活支援事業

支援

都道府県

●専門性の高い相談支援　●広域的な対応が必要な事業　●人材育成　等

施設での作業風景施設での作業風景
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20

新刊案内 あぶた読書の家
３月の休館日 祝日13日・27日 20日

＜一　般＞▽「広辞苑第六版」（岩波書店）▽新版御宿

かわせみ（平岩弓枝）▽ほっかいどう百年物語第八集

（ＳＴⅤラジオ編）▽心のかたち貌＜昭和事件史発掘＞

（柳田邦男）▽魔女の盟約（大沢在昌）▽幕末の尼将

軍篤姫（童門冬二）

※この書籍は「ななかまどの会」からの寄付金にて購

入しました。ありがとうございました。

　洞爺湖サミットに向けた英会話教室（初級クラス）で

す。この機会にぜひ簡単なあいさつや道案内の仕方など

を覚えて、洞爺を訪れる外国の方々に英語でおもてなし

をしてみませんか？

　講師は英会話教室の講師、元高校教師、留学経験者な

ど国際交流協会の会員さんたちに加え、第17次英国ボ

ランティア青年もアシスタントとしてお手伝いしてくれ

ます。日本人講師が中心にレッスンを進めますので、初

めての方も安心してご参加ください

■日　時　４月９日（水）･16日（水）･23日（水）･30日（水）

■時　間　19時00分～20時30分

■場　所　旧火山科学館　地下第３会議室（洞爺湖文化

　　　　　センター横）

■参加費　無　料　

■定　員　20名程度（定員になり次第締め切らせていた

　　　　　だきます。）

■内　容　第１回　簡単なあいさつを覚えましょう

　　　　　第２回　外国人のお客様に接客してみましょう

　　　　　第３回　洞爺の観光スポットを紹介してあげ

　　　　　　　　　ましょう

　　　　　第４回　道を聞かれたら教えてあげましょう

※４回とも講座内容が異なります。続けて参加できない

　方や、どれか一つだけ受けたいという方でも構いませ

　んので、お気軽にお問い合わせ、お申し込みください。

　お申し込みの際に参加ご希望の講座をお知らせ下さい。

　申込み・問合せ先／村上喜美子　82‐5603

　　　　　　　　　　広島夕美子　82‐5093

■あぶた読書の家 76-2100
＜一　般＞▽ガラパゴスがこわれる（藤原幸一）▽ゴ

ールデンスランバー（伊坂幸太郎）▽松風の人（津本

陽）▽林中ひとり（正木　洋）▽遺髪（佐伯泰英）▽

「居眠り磐音江戸双紙」読本（佐伯泰英）▽瀧夜ノ桜

（佐伯泰英）▽心の狼　昭和事件史発掘（柳田邦男）

▽神なるオオカミ　上・下（ジャン・ロン）▽靖国へ

の帰還（内田康夫）▽鞍馬天狗傑作選　全３（大佛次

郎）▽会社の品格（小笹芳央）

■みずうみ読書の家 75-4702

こ
ん に ち は

洞爺国際交流協会と英国ボランティア青年トム君とクレッグ君による洞爺国際交流協会と英国ボランティア青年トム君とクレッグ君による

英会話教室のご案内

　絵本の読み聞かせや、ゲーム、手遊びなど、親子で楽

しむ遊びがいっぱい！

　読み聞かせの会の「たんぽぽの会」の皆さん。また、

手遊びユニット「ひこう船」のみなさんが楽器を演奏し

ながら、歌や　リズム運動などのライブステージをやり

ますよ！

　とってもたのしいイベントですので、ぜひ親子で遊び

に来てください。お待ちしてま～す！

■日　時　３月28日（金）　９：30～11：30予定

■場　所　洞爺総合センター（和室・集会室）

■日　程　９：30　開　会

　　　　　９：40　第１部「たんぽぽの会」

　　　　　　　　　・絵本の読み聞かせ

　　　　　　　　　・ゲームなど

　　　　　10：20　休　憩

　　　　　10：30　第２部「手遊びユニット ひこう船」

　　　　　　　　　・手遊び

　　　　　　　　　・歌遊びなど

　　　　　11：30　閉　会

■申込み　３月21日（金）までに社会教育課分室（　82

　　　　　‐5111）へ申込みしてください。（当日受付

　　　　　も可能です）

　主催：洞爺湖町教育委員会

　協力：たんぽぽの会・手遊びユニットひこう船

　絵本の読み聞かせや、ゲーム、手遊びなど、親子で楽

しむ遊びがいっぱい！

　読み聞かせの会の「たんぽぽの会」の皆さん。また、

手遊びユニット「ひこう船」のみなさんが楽器を演奏し

ながら、歌やリズム運動などのライブステージをやりま

すよ！

　とってもたのしいイベントですので、ぜひ親子で遊び

に来てください。お待ちしてま～す！

■日　時　３月28日（金）　９：30～11：30予定

■場　所　洞爺総合センター（和室・集会室）

■日　程　９：30　開　会

　　　　　９：40　第１部「たんぽぽの会」

　　　　　　　　　・絵本の読み聞かせ

　　　　　　　　　・ゲームなど

　　　　　10：20　休　憩

　　　　　10：30　第２部「手遊びユニット ひこう船」

　　　　　　　　　・手遊び

　　　　　　　　　・歌遊びなど

　　　　　11：30　閉　会

■申込み　３月21日（金）までに社会教育課分室（　82

　　　　　‐5111）へ申込みしてください。（当日受付

　　　　　も可能です）

　主催：洞爺湖町教育委員会

　協力：たんぽぽの会・手遊びユニットひこう船

図書子どもまつり
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ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
、
サ
ク
ラ
マ
ス

な
ど
洞
爺
湖
の
自
然
を
写
し
た
写
真

展
。

　
平
成
20
年
度
の
「
北
海
道
立
心
身

障
害
者
総
合
相
談
所
」
に
よ
る
巡
回

相
談
が
、
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
さ

　
老
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て

欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。
し
か

し
年
金
記
録
の
問
題
が
社
会
問
題
に

な
り
、
社
会
不
安
を
招
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
相
談
も
そ
の
よ
う
な
問
題
も

含
め
て
年
金
制
度
全
体
に
つ
い
て
理

解
を
し
て
い
た
だ
き
、
身
近
で
大
切

な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
の
方
が
相
談
員
と
し
て
、
対
応

し
ま
す
。

■
日
　
時
　
３
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
０
２

　
　
　
　
　
号
会
議
室

※
年
金
手
帳
等
を
ご
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

年
金
相
談
所

　
　
　
開
設
の
ご
案
内

心
身
障
害
者
の

　
　
巡
回
相
談
の
開
催

れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
　
時
　

　
・
第
１
回
目
　
４
月
21
日
（
月
）
～

　
４
月
23
日
（
水
）
／
・
第
２
回
目
　

　
７
月
14
日
（
月
）
～
７
／
16
日
（
水
）

　
／
・
第
３
回
目
　
10
月
20
日
（
月
）

　
～
10
月
22
日
（
水
）
／
・
第
４
回
目

　
平
成
21
年
１
月
26
日
（
月
）
～
１
月

　
28
日（
水
）

■
会
　
　
場
　
室
蘭
市
東
町
２
丁
目

　
１
―
６
　
室
蘭
市
障
害
者
福
祉
総

　
合
セ
ン
タ
ー
（
　
０
１
４
３
―
45

　
―
６
６
１
１
）

※
会
場
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

■
相
談
内
容
　
①
身
体
障
害
者
及
び

　
知
的
障
害
者
の
方
々
の
医
学
的
、

　
心
理
的
及
び
職
能
的
判
定
等
②
補

　
装
具
の
処
方
及
び
適
合
判
定
等
③

　
そ
の
他
、
障
害
に
係
る
専
門
的
相

　
談
等
。

■
申
し
込
み
　
相
談
は
予
約
な
の
で
、

　
相
談
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に

　
役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
係
（
　
74

　
―
３
０
０
１
）
ま
で
。

※
場
合
に
よ
り
事
前
の
聞
き
取
り
あ

　
り
。

※
希
望
日
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
。

技
能
士
を
め
ざ
す
み
な
さ
ん
へ

21
世
紀
を
創
造
す
る

　
技
術
達
人
！
技
能
士

　
平
成
20
年
度
前
期
の
技
能
検
定
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
申
請
及
び

詳
し
い
問
合
せ
は
訓
練
協
会
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
平
成
20
年
４
月
３
日

　
　
　
　
　
　（
木
）～
４
月
16
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
造
園
・
金
属
熱
処
理

　
　
　
　
　
　
・
機
械
加
工
・
鉄
工

　
　
　
　
　
　
・
建
築
板
金
・
仕
上

　
　
　
　
　
　
げ
・
建
具
制
作
・
化

　
　
　
　
　
　
学
分
析
・
築
炉
・
塗

　
　
　
　
　
　
装
・
防
水
施
工
・
左

　
　
　
　
　
　
官
・
と
び
等

■
問

合

せ
　
胆
振
地
方
技
能
訓
練

　
　
　
　
　
　
協
会
　
胆
振
支
庁
商

　
　
　
　
　
　
工
労
働
観
光
課
内

　
　
　
　
　
　
（
　
０
１
４
３
―
24

　
　
　
　
　
　
―
９
８
４
７
）

「
水
中
の
駅
を
訪
ね
て
～

　
　
　
　
田
中
敏
写
真
展
」

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す

故森川光一さん
■１月４日死去
■57歳■遺族は
政雄さん■美沢東

故藤原　盛さん
■１月５日死去
■80歳■遺族は
昌惠さん■入1区

故遠藤　進さん
■１月８日死去
■90歳■遺族は
仲子さん■虻2区

故工藤　子さん
■１月10日死去
■79歳■遺族は
裕幸さん■泉区

故新田静子さん
■１月11日死去
■74歳■遺族は
正義さん■虻2区

故株本ミツさん
■１月14日死去
■85歳■遺族は
斉藤安子さん■泉区

故瀨川　稔さん
■１月20日死去
■84歳■遺族は
フミ子さん■清水区

故石原フミさん
■１月22日死去
■85歳■遺族は
英司さん■虻6区

故稲垣フジ子さん
■１月23日死去
■88歳■遺族は
文俊さん■虻3区

故上里義美さん
■１月24日死去
■90歳■遺族は
義弘さん■美沢東

故原田清治さん
■１月25日死去
■71歳■遺族は
節子さん■洞第5

故小野寺文夫さん
■１月25日死去
■84歳■遺族は
テルさん■虻2区
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故斉藤スサさん
■１月14日死去
■89歳■遺族は
恵さん■清水区

故山田捷一さん
■１月26日死去
■69歳■遺族は
チセさん■入1区

故伊勢光康さん
■１月17日死去
■64歳■遺族は
秀子さん■入1区

故下野長五郎さん
■１月19日死去
■75歳■遺族は
シズヱさん■虻1区

故杉本寿満子さん
■１月26日死去
■82歳■清水区

故太田正俊さん
■１月28日死去
■90歳■遺族は
トシさん■虻1区

■
日
　
程
　
３
月
17
日
～
31
日

■
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
30
分

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
ロ
ビ
ー

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日

間
に
わ
た
っ
て
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
４
月
10
日
は
、
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

を
重
点
に
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
２
月
号
の
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

で
、
奈
良
結
芽
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

の
名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正

し
く
は
彩
実
さ
ん
で
す
。
訂
正
し
て

お
詫
び
致
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅
と
役
場
を
つ
な
ぐ
連

絡
通
路
で
、
犬
の
糞
な
ど
を
処
理
せ

ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
く
人
が
い
ま
す
。

　
公
共
の
通
路
で
す
の
で
、
飼
い
主

の
方
は
糞
な
ど
を
放
置
す
る
こ
と
な

く
、
必
ず
持
ち
帰
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

マ
ナ
ー
を

　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

主催／有珠山噴火メモリアル委員会（　　　　　）事務局連絡先
立野090-4879-5818

有珠山噴火有珠山噴火 サミット開催100日前イベント協賛サミット開催100日前イベント協賛

今年も開催します。

賛助金のご協力をお願いします。

「ありがとう！！ 洞爺湖町の大地より心をこめて」
　2000年有珠山噴火の教訓を忘れることなく、火山
と共生するまちづくりへの決意と、災害時にうけた全
国からの支援に感謝を表す「有珠山噴火メモリアル」
を今年も開催します。

　メモリアル事業は、町内の団体・事業者・個人の寄
附とボランティアによる委員会によって実施されてい
ます。
　趣旨にご理解いただき、ぜひ賛助金（ご寄附）のご
協力をお願い致します。

温泉地区にて午後7時より、アイスキャンドル（約

1500個）が町を飾ります。

○まちかどアイスキャンドル

防災放送によるサイレンが、噴火開始時刻の午後1

時7分に吹鳴します（訓練）

○この日を忘れないサイレン吹鳴（訓練）

○北海道洞爺湖サミット100日前イベント開催

町民交通傷害保険に加入しましょう
　『交通事故の補償は町民の総力で』という皆さんの声
により、この町民交通傷害保険がなりたっています。
　どなたでもひとり１口につき360円の保険料で２口ま
で加入できます。ご家族ぐるみの加入で、交通事故に備
えましょう。

①保険期間は、平成20年４月１日午前０時より１年間
　です。
②保険料は、１年間一人１口360円（１カ月30円）で、一
　人２口まで加入できます。
③年度途中で加入される場合の保険期間と加入金は、加
　入申込みをした月から３月31日までで、その月数に
　１カ月30円をかけた金額が保険料となります。
④現在「町民交通傷害保険」に加入されている方も、平
　成20年３月31日で保険期間が終了しますので、再度
　加入手続きが必要です。
⑤加入申込み受付は、住民課、洞爺総合支所総務住民課、
　洞爺湖温泉支所で行うほか、「加入促進員（身分証明書
　携帯）」が各家庭を訪問し加入申込みの受付を致しま
　すのでご利用ください。

　不明な点は、住民課交通防犯係へ（　74‐3002）。

3月29日（土）

3月31日（月）
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人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成20年1月31日現在）

月対比

男 …… 5,039人  （△ 15）

女 …… 5,732人  （△ 14）

計 ……10,771人  （△ 29）

世帯…… 5,227世帯（△ 10）

■連絡先 洞爺湖町健康福祉センター
　76－4006（健康指導係）

3月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈さわやかトレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

洞爺地区

健康相談

３月27日（木）

受付
午後1時～
1時30分
個別通知します

健康福祉セ
ンター

乳児健診

午前10時～

正午

洞爺総合支

所

親子ふれあ

い遊び

午前10時～

11時30分

健康福祉セ

ンター

3月14日(金)

3月21日(金)

本町保育所保育所開放
午前10時～

11時30分

3月11日(火)

14日(金)

18日(火)

21日(金)

25日(火)

28日(金)

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

◆洞爺地区健康相談／4月4日(金)・8日(火)・11日(金)15日
(火)・18日(金)・25日(金) （洞爺総合支所）
◆親子ふれあい遊び／4月25日(金)（さわやか）　　　　　
◆乳児健診／4月22日(火)（さわやか）
◆ポリオ／4月24日（木）（さわやか）

４月の予定

今月のワンショット

こ

ん
にちは赤ちゃん

中 川 　柊くん
（しゅう）

司さん・寛子さん
12月15日生　成香

越後　奏葉ちゃん
（そよ）

進一さん・あゆみさん
12月10日生　温４区

雪で遊ぶ本町保育所の園児ら雪で遊ぶ本町保育所の園児ら


